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一
拶

一
3
2
時
関
休
目
内
題
回
回
目

　

土
曜
日
の
午
後
や
日
曜
日
、
市
内
の
医
療
機
関
は
休
診
と
な
り
ま
す
。
で
も
こ

ん
な
と
き
に
限
っ
て
、
体
の
調
子
が
悪
く
な
っ
た
り
、
け
が
を
し
て
し
ま
っ
た
り
。

で
も
大
丈
夫
、
休
日
急
患
診
療
所
が
開
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
休
日
急
患
診
療

所
の
一
日
を
追
い
か
け
、
関
係
す
る
人
た
ち
の
声
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

5覆日午後1時

1昭輩使診療所の診療が始串りぐ鯉こi

土曜日午後1時40分

　

最初の患者さんです。腰

が痛いとのことで、外科で

診察を受けました。

土曜日午後2時50分

　

この日の内科・小児科

は、女性のドクター。寒い

時期、体の調子が悪くなる

人が多いようです。

早
期
治
療
の
体
制

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
急
性
肺
炎

な
ど
の
感
染
症
、
ま
た
不
慮
の
事

故
な
ど
の
急
性
疾
患
で
は
、
早
期

の
治
療
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　

休
日
急
患
診
療
所
は
、
一
般
の

医
療
機
関
が
休
診
の
と
き
、
当
市

で
の
医
療
体
制
を
確
保
す
る
施
設

で
す
。
急
性
疾
患
に
よ
る
突
然
の

痛
み
や
発
熱
、
シ
ョ
ッ
ク
症
状
の

緩
和
や
応
急
措
置
な
ど
一
次
救
急

の
診
療
を
行
い
、
早
期
治
療
の
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
休
日
急
患
診
療
所

の
性
格
上
、
継
続
し
た
治
療
が
難

し
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
治
療

を
受
け
た
人
の
「
か
か
り
つ
け
医
」

と
連
携
し
、
症
状
に
応
じ
て
継
続

し
た
治
療
が
行
え
る
体
制
を
取
っ

て
い
ま
す
。
重
症
患
者
の
場
合
は
、

福
井
県
済
生
会
病
院
や
福
井
県
立

病
院
な
ど
の
第
二
次
救
急
医
療
機

関
へ
転
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

休
目
急
患
診
療
所
が
開
設
し
て

か
ら
、
多
く
の
人
た
ち
に
利
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、
救
急
医
療
の

拠
点
と
し
て
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
常

勤
医
師
の
確
保
や
時
代
に
応
じ
た

医
療
機
器
の
配
備
、
福
井
社
会
保

険
病
院
と
の
連
携
な
ど
の
幅
広
い

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
市
で
は
地
域
保
健
活
動

と
の
関
係
も
含
め
た
、
医
療
体
制

の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

診
療
所
の
歩
み

昭
和
五
十
七
年
四
月
四
日

　

診
療
所
を
開
設

　

診
療
時
間
は
、
日
曜
日
と
国
民

　

の
祝
日
、
一
月
二
・
三
日
の
午

　

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

昭
和
六
十
二
年
四
月
四
日

　

診
療
時
間
に
土
曜
日
の
午
後
一

　

時
か
ら
九
時
ま
で
が
追
加
、
土

　

曜
日
の
夜
間
待
機
も
開
始

平
成
九
年
七
月
六
日

　

日
曜
日
と
国
民
の
祝
日
、
一
月

　

二
・
三
日
の
診
療
時
間
が
、
午

　

後
九
時
ま
で
延
長

開設

から

の利

用状

況

利
用
者
の
声

新
田
和
子
さ
ん
（
上
庄
中
三
年
）

　
　

「
突
き
指
」
を
し
て
痛
み
が
取

れ
な
い
の
で
、
お
母
さ
ん
に
連
れ

て
き
て
も
ら
い
ま
し
た
。
以
前
に

風
邪
を
ひ
い
て
利
用
し
た
こ
と
が

あ
る
の
で
、
初
め
て
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
急
な
け
が
や
病
気
の
と
き

と
て
も
助
か
り
ま
す
。

安
田
由
美
子
さ
ん
（
下
舌
）

　

子
供
の
熱
が
下
が
ら
な
い
の
で

来
ま
し
た
。
小
さ
い
子
供
は
、
急

に
熱
が
出
た
り
、
け
が
し
た
り
す

る
の
で
、
こ
の
診
療
所
が
あ
っ
て

助
か
り
ま
す
。
ほ
か
の
人
も
同
じ

気
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

正
月
の
二
日
も
子
供
が
診
療
を
受

け
ま
し
た
が
、
同
じ
よ
う
な
患
者

さ
ん
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
よ
。



土曜日午後5時55分

　

土曜日の診療時間は、午後

9時まで。スタッフの皆さん

は、診察の合間に夕食です。

土曜日午後7時25分

　

電話が鳴りました。診療時

間の問い合わせです。まだま

だ、気は抜けません。

土曜日午後9時10分

　

診療が終了しました。これか

ら日曜日の午前9時までは、急

患に備えた待機時間です。

土曜日午後11時

　

急患の連絡が入りました。

待機していた看護婦さんが、

慌ただしく診療の準備。

日曜日午前2時45分

　

深夜の急患。ドクターの診察

が始まりました。付き添いの人

も心配そうに見守っています。

日曜日午前8時30分

　

交代の時間です。日曜日担

当のメンバーへ引き継ぎます。

診療開始は午前9時から。

日曜日午前9時45分

　

今年もインフルエンザが流

行しています。回復室は点滴

をする患者さんでいっぱい。

日曜日午前11時10分

　

患者さんの症状に合わせた処

方せんで、薬を調合。薬剤士さ

んは、細心の注意を払います。

日曜日午後1時5分

　

待合い室には子供を連れたお

母さんたち。子供の急な発熱や

けがなどでの利用が多いとか。

日曜日午後3時30分

　

スタッフには、レントゲン技

師さんも人つています。外科は

元より、内科でも重要です。

日曜日午後5時

　

ドクターが交代し、名札を入

れ替えました。長丁場、スタッ

フは3交代で急患に備えます。

日曜日午後8時55分

　

患者さんが薬を受け取りま

した。何もなければ、まもな

く診療が終わります。

日
曜
日
午
後
9
時
5
分

　

診
療
時
間
の
終
了
で
す
。
後
は
、
簡

単
な
後
片
付
け
を
し
て
帰
宅
し
ま
す
。

ご
苦
労
様
で
し
た
。

こ
ん
な
里
圭
‥
か
届
さ
ま
し
た

　

東
京
都
大
田
区
の
志
賀
さ
ん
か

ら
、
休
日
急
患
診
療
所
ス
タ
ッ
フ

に
届
い
た
今
年
の
年
賀
状
で
す
。

（
文
面
）
主
人
が
昨
年
7
／
2
5
、

荒
島
岳
下
山
中
体
調
が
悪
く
な
っ

た
時
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
お
陰
様
で
新
年
を
迎
え
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
か
ら

　

当
診
療
所
で
受
診
す
る
人
は
、
ほ
と

ん
ど
初
診
の
患
者
さ
ん
で
、
ま
ず
最
初

に
患
者
さ
ん
の
状
態
を
問
診
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
本
人
に
尋
ね
ま
す
が
、
症
状

よ
っ
て
は
、
付
き
添
い
の
人
に
尋
ね
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん
の

日
ご
ろ
の
症
状
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人

の
付
き
添
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
診
療
所
は
一
次
救
急
と
し

て
の
診
療
の
た
め
、
患
者
さ
ん
の
症
状

に
よ
っ
て
専
門
治
療
が
必
要
と
診
断
さ

れ
た
場
合
に
は
、
二
次
救
急
病
院
へ
の

紹
介
や
転
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
に
対
応
で

き
な
い
こ
と
や
、

患
者
さ
ん
が
多

い
と
き
、
救
急

車
で
緊
急
の
患

者
さ
ん
が
入
っ

た
と
き
な
ど
、

ご
迷
惑
を
掛
け

る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ど
う
か

ご
了
承
願
い
ま

す
。休日急患診療所の

　

診療時間

土曜日

　

午後1時～午後9時

日曜日、祝日、1月2●3日

　

午前9時～午後9時

夜間待機（事前に電話連絡）

　

土曜日午後9時～

　　　　　　

日曜日午前8時

問い合わせa65・7333



4月スタート介口懸険口廳
　

介護保険制度についてシリーズで紹介してきました。保険料の算定方法や納
付方法、サービスを利用するための要介護認定などの仕組み、また国の考え方

にも動きがあり、まだまだ難しい部分が多いと思います。そこで今回は、保険

料と介護サービスについて復習してみましょう。

一
｛
歳
以
上
の
人
の
保
険
料

　
　

所
得
に
応
じ
て
五
段
階

　

第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以
上
の
人
）

の
介
護
保
険
料
は
、
市
町
村
単
位
で
算
定
さ

れ
ま
す
。

　

当
市
で
の
、
保
険
料
一
ヵ
月
当
た
り
の
基

準
額
は
、
三
千
円
か
ら
三
千
百
円
ま
で
の
間

で
決
定
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
保
険
料
は
こ

の
基
準
額
を
基
に
、
所
得
に
応
じ
て
五
段
階

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一
番
負
担
の
少
な
い
人

で
約
千
六
百
円
、
多
い
人
で
約
四
千
七
百
円

に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
基
準
額
は
、
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
見
込
み
量
な
ど
を
基
に
算
出
さ
れ
ま

す
。
三
年
ご
と
に
見
直
し
さ
れ
、
今
回
決
定

さ
れ
る
基
準
額
は
、
平
成
十
こ
年
度
か
ら
十

四
年
度
ま
で
適
用
さ
れ
ま
す
。

脳得 保険料 該当する人へ

低い　

。　

－？‘’｀

□

基準額×0．5

生活保護や老齢福祉年

金を受けている人

□

基準額×0．75

世帯全員が、市民税非

課税

□

基準額
本人が、市民税非課税

T‾］

基準額×1．25

本人が市民税課税で、

合計所得250万円未満

二

基準額×1．5

本人が市民税課税で、

合計所得250万円以上

6
5
歳
以
上
の
人

　
　

半
年
間
の
保
険
料
免
除

　

特
例
措
置
に
よ
り
、
第
一
号
被
保
険
者
は

今
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
半
年
間
、
保
険

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
十
月
か

ら
平
成
十
三
年
九
月
ま
で
の
一
年
間
は
、
保

険
料
が
半
額
免
除
さ
れ
ま
す
の
で
、
全
額
納

付
は
平
成
十
三
年
十
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

特
例
措
置
に
よ
る
保
険
料
の
不
足
分
は
、

国
の
特
例
交
付
金
で
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

4
0
歳
～
6
4
歳
の
人

　
　

四
月
か
ら
保
険
料
納
付

　

第
こ
号
被
保
険
者
（
四
十
歳
か
ら
六
十
四

歳
ま
で
の
人
）
の
介
護
保
険
料
は
、
医
療
保

険
単
位
で
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
現
在
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
の
保
険
料
に
上
乗
せ
し
て
、
四
月
か
ら
納

め
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

場
合
、
保
険
税
に
介
護
の
保
険
料
を
上
乗
せ

し
た
額
を
、
世
帯
主
が
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

保
険
証
の
交
付

　

第
一
号
被
保
険
者
に
は
、
介
護
保
険
被
保

険
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
三
月
下
旬
に
、

郵
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。
確
認
後
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

四
月
以
降
に
第
一
号
被
保
険
者
に
な
る
人

に
は
、
六
十
五
歳
に
な
る
誕
生
月
に
郵
送
さ

れ
ま
す
。
第
二
号
被
保
険
者
は
、
要
介
護
認

　　　　　　　　　（平

成

12年

2月

現在

）

介

護

保

険

施

設

サービスの種類 施設名 住所 電話番号

介護老人福祉施設　

（特別養護老人ホーム）

聖和園 篠座74－12 66・3307

大野和光園 篠座79－11 66・2551

介護老人保健施設　
（老人保健施設）

ビハーラ大野 牛ヶ原154－1－1 66・1850

介護療養型医療施設　

（療養型病床群）

尾崎病院 明喩町11－2 66・3067

松田外科・整形外科医院 要町1－13 66・3238

薬袋クリニック 春日1丁目12－6 65・6800

居宅介護支援事業所

一乗ハイツ居宅介護支援事業所 牛ヶ原154－1－1 65・5719

聖和園居宅介護支援事業所 篠座74－12 66・1874

大野和光園居宅介護支援事業所 篠座79－11 66・6660

きらきらケアプランセンター 要町1－13 66・6090

さくら在宅介護支援事業所 本町5－13 69・7090

大野市社会福祉協議会指定
居宅介護支援事業所

天神町7－15 65・8773

【注】市外介護保険施設も利用できます。

介護老人福祉施設

　

心身に障害があり、常に

介護を必要とする高齢者の

ための施設（特別養護老人

ホーム）

介護老人保健施設

　

病状がほぼ安定し、看護・

介護、リハビリテーションな

どの医療ケアを必要とする

要介護高齢者のための施設

介護療養型医療施設

　

入院と同時に、介護が必

要な高齢者が利用できる介

護体制の整った医療施設

居宅介護支援事業所

　

要介護認定申請の代行や

居宅サービス計画の作成、

介護の相談などに応じる事

業所



●訪問介護

　

ホームヘルパーが家庭を訪

問して、入浴、食事、排泄な

どの介護や調理、洗濯、掃除

などの家事援助を行います。

●訪問看護

　

医師の指示に基づき、看護

婦等が家庭を訪問して介護を

行います。●デイサービス

　

デイサービスセンター等に

おいて、送迎、食事の提供、

入浴、機能訓練等を日帰りで

行います。

●訪問入浴

　

浴槽を積んだ入浴車で家庭

を訪問して、入浴の介護を行

います。

定
を
受
け
た
と
き
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

要
介
護
認
定
の
申
請

　

四
月
の
制
度
開
始
と
と
も
に
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
昨
年
十
月
か

ら
要
介
護
認
定
の
申
請
を
受
け
付
け
、
認
定

作
業
を
け
っ
て
い
ま
す
。

　

要
介
護
認
定
の
申

請
は
お
済
み
で
す

か
。
寝
た
き
り
や
痴

ほ
う
で
介
護
が
必
要

だ
と
思
わ
れ
る
場
合

や
、
家
事
や
身
支
度

な
ど
に
支
援
が
必
要

だ
と
思
わ
れ
る
場
合

は
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
受
け
付
け
は

市
役
所
高
齢
者
福
祉

室
で
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。

要
介
護
認
定
の
更
新

　

す
で
に
要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
も
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
要
介
護
認
定
に
は
有
効

期
間
が
あ
り
ま
す
。
要
介
護
認
定
を
受
け
た

人
の
保
険
証
に
、
有
効
期
間
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
よ
く
確
認
し
て
、
有
効
期
間
が
切

れ
る
六
十
日
前
か
ら
三
十
日
前
ま
で
に
更
新

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
間
中
で
も
、
体
の
状
態
が
変
わ
っ

た
場
合
に
は
、
再
申
請
を
行
い
、
要
介
護
認

定
の
結
果
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
立
判
定
の
場
合

　

要
介
護
認
定
の
結
果
「
自
立
」
と
判
定
さ

れ
た
場
合
に
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
で
は

現
在
、
一
般
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

詳
し
く
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

　

要
介
護
な
ど
の
認
定
を
受
け
る
と
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

そ
の
種
類
や
内
容
に
つ
い
て
計
画
を
作
成
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画

と
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
あ
り
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
や
介
護
保
険
施
設
に
依
頼
し
て

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
で
作
成

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
人
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
者
や
そ
の
内
容
を
自
由

に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
途
中
で

変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
変
更
の
場
合

は
、
事
前
に
担
当
の
介
護
支
援
専
門
員
や
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
、
市
高
齢
者
福
祉
室
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

一
割
の
自
己
負
担

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は
、
そ

の
サ
ー
ビ
ス
に
掛
か
る
費
用
の
一
割
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
自
己
負
担
に

つ
い
て
は
、
高
額
に
な
っ
た
と
き
の
上
限
設

定
や
、
低
所
得
者
に
対
す
る
特
例
措
置
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
高
齢
者
福
祉
室

　

豊
6
6
・
1
1
1
1
－
内
線
4
7
0
0

　　　　　　　　　　　　　　　　一

（平

成

12

年

2

月

現

在

）

在

宅

介

護

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

サービスの種類 施設名 住所 電話番号

訪問介護

大野市社会福祉協議会ホームヘルプサービスセンター

テラル越前農業協同組合訪問介護事業所

一乗ハイツヘルパーステーション

大野和光園ヘルパーステーション（予定）

天神町7－15

中挟1丁目－1301

牛ヶ原154－1－1

篠座79－11

65・8773

65・8893

65・7131

69・9500

訪問看護

大野和光園訪問看護ステーション

訪問看護さくらステーション

一乗ハイツ訪問看護ステーション

篠座79－11

本町5－13

牛ヶ原154－1－1

69・9500

69・7090

65・7131

デイサービス
聖和園デイサービスセンター

大野和光園デイサービスセンター
一乗ハイツデイサービスセンター

篠座74－12

篠座79－11

牛ヶ原154－1－1

66・3308

66・6660

65・5719

訪問入浴
聖和園訪問入浴センター

大野和光園訪問入浴介護事業所

篠座74－12

篠座79－11

66・3308

66・6660

医学的管理 指定医療機関が実施

訪問・通所による

リハビリテーション
ビハーラ大野デイケア 牛ヶ原154－1－1 66・1850

短期入所サービス

（ショートステイ）

聖和園短期入所生活介護事業所

大野和光園ショートステイ事業所

ビハーラ大野短期入所療養介護

篠座74－12

篠座79－11
牛ヶ原154－1－1

66・3307

66・2551

66・1850

住宅改修費の支給 限度額の範囲内で90％を補助

●医学的管理

　

医師、歯科医師、薬剤師等

が家庭を訪問し、療養上の管

理や指導を行います。

●訪問・通所によるリハビリ

テーション

　

医師の指示に基づき、理学療法

士や作業療法士が、家庭を訪問し

たり、あるいは施設においてリハ

ビリテーションを行います。

●短期入所サービス（ショー

トステイ）

　

介護を必要とする人を、短

期間介護施設に受け入れま

す。

●住宅改修費の支給

　

手すりの取り付けや段差解

消などの小規模な住宅改修に

ついて、その費用

を支給します。
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市
民
と
観
光
客
相
互
の
情
報
交
換
の
場
、

交
流
の
場
と
し
て
、
昨
年
十
月
オ
ー
プ
ン

し
た
、
大
野
市
ま
ち
な
か
観
光
拠
点
施
設

平
成
大
野
屋
「
洋
館
」
に
続
き
、
「
平
蔵
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

恐
竜
エ
キ
ス
ポ
に
も
利
用

　

四
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
の
は
、
ま
ち
な
か
観
光
拠

点
施
設
「
平
成
大
野
屋
」
三
つ
の
建
物
の
う
ち
、
平

蔵
で
す
。
昨
年
十
月
に
洋
館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
こ
れ

に
続
く
二
つ
目
の
建
物
と
な
り
ま
す
。

　

拠
点
施
設
は
、
元
町
に
あ
る
大
野
織
物
工
業
協
同

組
合
の
三
つ
の
建
物
（
洋
館
、
平
蔵
、
二
階
蔵
）
を

市
が
購
入
し
、
整
備
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
夏
開
催
さ
れ
る
「
恐
竜
エ
キ
ス
ポ
ふ
く
い
2
0

0
0
」
の
サ
ブ
会
場
と
し
て
、
当
市
で
も
期
間
中
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
核
と
な

る
施
設
と
し
て
「
平
成
大
野
屋
」
洋
館
と
こ
の
平
蔵

が
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

多
彩
な
ス
ペ
ー
ス

　

平
蔵
は
、
ホ
ー
ル
や
貸
し
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
多

目
的
に
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。
普
段
は
、
大
野
を

紹
介
す
る
観
光
ビ
デ
オ
や
映
画
を
放
映
す
る
予
定
で

す
。
ホ
ー
ル
は
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
、
映
画
の

上
映
会
や
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ド
、
講
演
会
な

ど
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
貸
し
ス
ペ

ー
ス
は
芸
術
的
な
展

示
会
や
発
表
会
な
ど

に
も
利
用
で
き
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
も

活
用
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
株

　

式
会
社
平
成
大
野

　

屋
（
容
6
9
・
9
2

　

0
0
）

平成大野屋配置図

あなたの意見お待ちしてます
審議会委員を募集

環境保全対策審議会 廃棄物減量等推進審議会 地下水対策審議会

募集人員 2人 2人 3人

応募資格
市内在住で、環境問題に関心が
ある20歳以上の人

市内在住で、ごみ問題に関心が

ある20歳以上の人

市内在住で、地下水に関心があ
る20歳以上の人

任期 平成12年4月1日～平成14年3月31日

会議日程 年2、3回。原則として平日の昼間か夜間に開催予定
年2、3回。原則として平日の
夜間に開催予定

応募方法

（郵送可）

環境問題について、日ごろ感じ
ていることを400字程度にま
とめたものと履歴書を提出

ごみ問題について、日ごろ感じ
ていることを400字程度にま
とめたものと履歴書を提出

地下水について、日ごろ感じて
いることを400字程度にまと
めたものと履歴書を提出

締め切り 3月24日②午後5時必着

応募●問い合わせ先
〒912一8666大野市天神町1一1

市役所生活環境課（豊66・1111内線462）
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同
捌
部
笛
冒
毎
時
ス
タ
ー
1

」
着
順
り
”
I
？
’
自
動
判
定
シ
ス
テ
ム
導
入

（
小
学
生
の
部
は
除
く
）

招待選手谷川真理選手

（ヴァーナルランニングクラブ所属）

日
時
5
月
2
8
日
日
（
雨
天
決
行
）

　

開
会
式
＝
9
時
1
0
分
ス
タ
ー

　

ト
＝
1
0
時

会
場
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

種
目
［
2
に
m
］
一
般
女
子
3
9
歳

　

以
下
（
高
校
生
は
除
く
）
・
一

　

般
男
女
4
0
歳
以
上
・
小
学
親
子

　

（
1
～
4
年
）
・
小
学
男
女
（
5

　

年
以
上
）
「
3
上
m
」
中
学
男
女

　

【
5
㎞
一
一
般
男
子
2
9
歳
以
下

　

・
一
般
男
子
3
0
歳
代
・
一
般
男

　

子
4
0
歳
以
上
・
一
般
女
子
「
1
0

　

㎞
」
一
般
男
子
3
9
歳
以
下
・
一

　

般
男
子
4
0
歳
代
・
一
般
男
子
5
0

　

歳
以
上
（
新
設
）
・
一
般
女
子

　

［
ハ
ー
フ
］
一
般
男
女

参
加
費
親
子
の
部
＝
1
5
0
0

　

円
、
小
中
学
生
＝
5
0
0
円
、

　

高
校
生
＝
1
0
0
0
円
、
一
般

　

＝
1
5
0
0
円
（
保
険
料
込
）

申
込
締
切
日
4
月
1
9
日
④
（
市

　

内
の
小
中
学
生
・
親
子
の
部
は

　

4
月
1
8
日
囚
、
郵
送
は
4
月
2
0

　

日
水
必
着
）

申
し
込
み
方
法
申
込
書
に
参
加

　

費
を
添
え
て
（
郵
送
は
現
金
書

　

留
か
郵
便
小
為
替
に
限
る
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
第

　

3
6
回
越
前
大
野
名
水
了
フ
ソ
ン

　

事
務
局
（
〒
9
1
2
－
8
6
6

　

6
大
野
市
天
神
町
1
－
1
大

　

野
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

　

豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
1
）

一
市
民
卓
球
大
会
参
加
者
募
集

大
野
市
卓
球
協
会

日
時
3
月
1
9
日
⑩
午
前
9
時
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

部
門
第
一
部
高
校
生
・
一
般

　

シ
ン
グ
ル
ス
▼
第
二
部
第
一

　

部
以
外
の
高
校
生
・
一
般
シ
ン

　

ク
ル
ス
▼
第
三
部
中
学
生
シ

　

シ
グ
ル
ズ
▼
第
四
部
学
童
男

　

女
別
シ
ン
グ
ル
ス
▼
第
五
部

　

親
子
ダ
ブ
ル
ス
▼
第
六
部
男

　

女
別
ダ
ブ
ル
ス
（
中
学
生
、
高

　

校
生
、
一
般
）
▼
第
七
部
ラ

　

ー
ジ
ボ
ー
ル
（
男
女
別
ジ
ン
ク

　

ル
ス
）

参
加
資
格
市
内
に
在
住
ま
た
は

　

勤
務
す
る
小
学
生
以
上
の
人

服
装
オ
レ
ン
ジ
色
以
外

参
加
料
無
料

申
込
期
限
3
月
1
0
日
②

申
込
方
法
所
定
の
申
込
書
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
卓
球
協
会
芦
原
邦
弘
さ

　

ん
（
陽
明
中
学
校
内
豊
6
5
・

　

1
1
2
1
）

施設｀

スポット

⑩大野市南部児童センター

　

日
吉
町
に
あ
る
大
野
市
南
部
児

童
セ
ン
タ
ー
は
、
次
の
世
代
を
支

え
る
子
ど
も
た
ち
の
、
健
全
な
生

活
の
場
と
し
て
建
て
ら
れ
た
児
童

福
祉
施
設
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の

健
康
な
体
づ
く
り
、
心
を
豊
か
に

す
る
教
育
の
ほ
か
、
地
域
に
住
む

人
の
福
祉
や
、
家
庭
養
育
の
お
手

伝
い
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
｀
ｙ

　

建
物
は
鉄
筋
平
屋
建
て
で
、

工
作
室
や
遊
技
室
、
図
書
室

や
集
会
室
な
ど
を
備
え
て
い

ま
す
。
車
い
す
な
ど
を
利
用

す
る
人
が
使
い
や
す
い
よ
う
、

玄
関
ス
ロ
ー
プ
や
専
用
ト
イ

レ
な
ど
の
工
夫
も
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
木
の
枝

や
石
な
ど
、
自
然
素
材
を
使

っ
た
工
作
や
、
敷
地
内
の
畑

で
収
穫
し
た
作
物
を
使
っ
た

お
や
つ
作
り
、
コ
ン
ニ
ャ
ク

作
り
や
、
か
き
も
ち
作
り
な

ど
、
手
作
り
を
中
心
と
し
た

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
事
は
、
児
童
た

ち
が
手
作
り
を
通
し
て
、
感
動
や

喜
び
、
ゆ
と
り
を
自
然
に
感
じ
ら

れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
お
母
さ
ん
で
つ

く
る
「
む
つ
み
会
母
親
ク
ラ
ブ
」

も
当
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
活
動
を

行
い
、
会
員
同
士
や
親
子
の
交
流

を
深
め
な
が
ら
、
楽
し
く
有
意
義

な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
午
後
O
時
～
6
時

休
館
日
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
年

　

末
年
始

使
用
料
無
料
（
た
だ
し
、
有
料

　

と
な
る
行
事
も
あ
り
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
南
部
児
童
セ
ン
タ
ー
（
豊

　

6
6
・
り
乙
1
（
j
（
j
）
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浜侈

がん予防

元
気
だ
と
思
っ
て
も

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う

　

大
野
市
で
は
平
成
十
年
、
が
ん
で
死
亡
し
た
人
が
百
二

十
八
人
い
ま
し
た
。
こ
の
人
数
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
－
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
代
ま
で
の
年
齢
層
で
三
七
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
若
い
世
代
か
ら
の
が
ん
予
防
が

大
変
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
自
分
で
は
健
康
だ
と

思
つ
て
も
、
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

当
市
の
状
況

　

平
成
十
年
の
が
ん
で
死
亡
し
た

百
二
十
八
人
を
み
て
み
る
と
、
死

亡
原
因
と
な
っ
た
が
ん
は
、
肝
臓

が
ん
、
肺
が
ん
、
胃
が
ん
、
大
腸

が
ん
の
順
で
、
市
の
が
ん
検
診
に

あ
る
肺
が
ん
・
胃
が
ん
．
大
腸
が

ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
が
原
因

で
死
亡
し
て
い
る
人
は
、
ほ
ぼ
半

数
の
六
十
二
人
で
し
た
。
肺
が
ん

に
つ
い
て
は
、
男
性
が
九
〇
％
を

占
め
ま
し
た
。

　

平
成
十
年
は
、
市
の
が
ん
検
診

に
延
べ
九
千
七
百
四
十
四
人
が
受

診
し
、
こ
の
う
ち
七
人
の
人
か
ら

が
ん
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
受
診
率
は
低
く
、
肺
が
ん
四

四
％
、
胃
が
ん
二
四
％
、
大
腸
が

ん
二
八
％
、
子
宮
が
ん
二
I
％
、

乳
が
ん
二
I
％
と
い
う
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
多
く
の
人
が
、
が
ん
検

診
に
関
心
を
持
ち
、
受
診
す
る
こ

と
で
、
が
ん
を
早
期
に
発
見
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

定
期
的
に
検
診
を

　

が
ん
が
で
き
る
と
、
知
ら
な
い

う
ち
に
ど
ん
ど
ん
と
広
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
が
ん
か

ら
命
を
守
る
の
は
、
検
診
で
の
早

期
発
見
で
す
。
下
の
図
の
よ
う
に

早
期
（
I
期
）
が
ん
な
ら
、
五
年

生
存
率
が
九
〇
％
以
上
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
早
期
が
ん
は
自
覚

症
状
が
現
れ
に
く
く
、
自
分
で
は

な
か
な
か
気
付
き
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ま
っ
た
く
自

覚
症
状
が
な
い
と
き
で
も
、
定
期

的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
す
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も

　
　

「
自
分
は
ど
こ
に
も
悪
い
と
こ

ろ
が
な
い
。
い
た
っ
て
健
康
だ
か

ら
、
検
診
は
受
け
る
つ
も
り
が
な

い
」
と
い
う
人
が
、
ま
だ
ま
だ
多

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
「
も

う
年
を
取
っ
た
か
ら
、
検
診
は
い

い
と
思
う
」
と
い
う
人
も
多
い
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
が
ん
死
亡
の

六
割
以
上
は
七
十
歳
以
上
の
人
で

す
。
高
齢
者
で
も
、
早
期
が
ん
の

発
見
で
手
術
し
、
元
気
に
過
ご
し

て
い
る
人
が
い
ま
す
。
検
診
は
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
必
要
で
す
。

・乳がんの5年生存率●胃がんの5年生存率

ちよつと気になる栄養の話

　

食物繊維という言葉は1953（昭和28）

年に登場しました。当時は「食べ物のカス」

と考えられ注目されませんでしたが、今では

大腸がんや便秘を予防する、血液中のコレス

テロールを下げる、ダイオキシンを吸着する

などの働きが分かり、重要な栄養素となって

います。「食物繊維は1日に20？必要」とい

われますが、日本人は平均して3？不足して

います。「食物繊維といえばサラダ」と考え

る人が多いようですが、サラダ1人前（レタ

ス約20？）に含まれる食物繊維は0．3？で

す。食物繊維を取るには、生野菜より調理し

た野菜や芋、豆、海草など量的に取りやすい

ものを考えるといいでしょう。ゴボウは高食

物繊維で有名ですが、納豆1パック（50？）

に3．4？など、豆類にも5～10％の食物繊

維が含まれているものが多くあります。バラ

ンスよく食べて食物繊維不足の解消を。

皆さんの偉康づくりを後押しします●保健センター（豊65・7333）



暮
ら
し
の

ア
畔
吠
尋
ス

引つ越し

専門業者に任せるときのポイント

　

転
勤
や
進
学
な
ど
で
、
三
月
は
引
っ
越
し
が
多
く
な
る

季
節
で
す
。
で
も
引
っ
越
し
の
と
き
、
家
具
や
貴
重
品
を

紛
失
し
た
り
、
破
損
し
た
り
す
る
と
大
変
で
す
。
自
分
で

運
ぶ
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
専
門
業
者
に
任
せ
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。
今
月
は
、
専
門
業
者
に
引
っ
越
し
を
任
せ
る

と
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

信
頼
で
き
る
業
者
を
選
ぶ

　

必
ず
運
輸
省
許
可
業
者
を
選
び

ま
し
ょ
う
。
引
っ
越
し
な
ど
の
運

輸
業
を
営
む
場
合
、
陸
運
局
の
許

可
が
必
要
で
す
。
許
可
業
者
が
ど

う
か
は
、
陸
運
支
局
に
問
い
合
わ

せ
れ
ば
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
加
盟
し
て
い
る

業
者
を
選
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

許
可
業
者
は
、
営
業
用
の
緑
ナ

ン
バ
ー
の
プ
レ
ー
ト
を
つ
け
て
い

ま
す
。
白
ナ
ン
バ
ー
で
営
業
し
て

い
る
業
者
は
違
法
で
す
。

数
社
か
ら
見
積
も
り
を

　

引
っ
越
し
費
用
の
見
積
も
り
は

無
料
で
す
。
見
積
も
り
を
も
ら
う

と
き
に
は
、
費
用
の
明
細
だ
け
で

な
く
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
と
き

の
補
償
や
キ
ャ
ン
セ
ル
料
な
ど
に

つ
い
て
も
、
し
っ
か
り
確
か
め
ま

し
ょ
う
。
見
積
も
り
や
契
約
時
に

「
内
金
」
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

請
求
額
は
見
積
額
以
下

　

請
求
額
は
見
積
額
を
上
回
ら
な

い
の
が
原
則
で
す
。
た
だ
し
、
荷

物
の
個
数
が
増
え
た
場
合
や
追
加

サ
ー
ビ
ス
を
頼
ん
だ
場
合
、
引
っ

越
し
が
平
日
か
ら
休
日
に
変
わ
っ

た
場
合
な
ど
、
利
用
者
の
都
合
で

変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の

分
の
費
用
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
変

更
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

事
前
に
費
用
な
ど
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
よ
う
。

事
前
に
入
念
な
打
ち
合
わ
せ

　

見
積
も
り
に
は
、
運
賃
な
ど
の

合
計
額
と
そ
の
内
訳
が
記
載
さ
れ

ま
す
。
作
業
上
の
約
束
事
項
や
運

賃
、
実
費
、
ま
た
内
容
に
追
加
が

で
き
る
項
目
な
ど
、
入
念
な
打
ち

合
わ
せ
を
し
て
お
き
ま
し
よ
う
。

特
別
な
も
の
は
先
に
連
絡

　

動
植
物
、
ピ
ア
ノ
、
美
術
品
、

貴
重
品
な
ど
の
特
別
な
も
の
は
、

最
初
に
業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
連
絡
せ
ず
に
万
が
一
事
故
に

遭
っ
た
と
き
、
補
償
の
話
し
合
い

が
難
し
く
な
り
ま
す
。
貴
重
品
な

ど
を
預
か
ら
な
い
業
者
も
あ
り
ま

す
の
で
、
自
分
で
保
管
す
る
な
ど

の
心
が
け
も
必
要
で
す
。
自
分
で

保
険
を
掛
け
て
お
く
の
も
一
つ
の

方
法
で
す
。

紛
失
や
破
損
の
確
認

　

引
つ
越
し
が
終
わ
っ
た
ら
、
荷

物
の
紛
失
や
破
損
が
な
い
か
す
ぐ

に
確
か
め
ま
し
よ
う
。
運
送
業
者

の
荷
物
に
対
す
る
責
任
は
、
「
標

準
引
越
運
送
約
款
」
に
よ
り
荷
物

を
引
き
渡
し
た
日
か
ら
三
ヵ
月
以

内
に
申
し
出
た
場
合
、
と
な
っ
て

い
ま
す
。

事
故
を
証
明
す
る
措
置

　

最
近
は
自
分
で
荷
造
り
し
た
も

の
を
運
ん
で
も
ら
う
と
い
っ
た
従

来
の
方
法
に
加
え
、
荷
造
り
か
ら

搬
入
ま
で
す
べ
て
を
業
者
に
任
せ

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
紛
失
や
破

損
な
ど
で
大
き
な
問
題
に
な
る
の

は
、
自
分
で
荷
造
り
し
た
場
合
が

多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
自
分

に
原
因
が
な
い
と
思
わ
れ
る
と
き

は
、
そ
の
証
明
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
壊
れ
た
も
の
は
捨
て
ず

に
保
管
す
る
か
、
写
真
を
撮
る
な

ど
の
措
置
が
必
要
で
す
。

内
容
を
認
識
し
て
お
く

　

最
後
に
、
業
者
に
自
分
が
「
何

を
ど
う
頼
む
の
か
」
そ
し
て
「
そ

れ
は
い
く
ら
か
か
る
の
か
」
を
、

き
ち
ん
と
認
識
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

；膜生活に関するご相談は消費者相談センターへ容66・1111内線464（UJ



市民⑩

ペー汐

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
0
・
1
1
1
土

今月のスナップ

　　

ここがポイント

（小山小学校和だこ作り）

＜Iるー・39登場 大野高校女子
ソフトボール部

全
国
選
抜
大
会
に
出
場

　

大
野
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
創
部
し

た
伝
統
あ
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
咋
年

の
九
月
に
県
の
新
人
大
会
で
優
勝
。

十
一
月
の
北
信
越
予
選
会
で
も
三

位
に
入
賞
し
、
三
月
に
束
京
で
行

わ
れ
る
「
第
十
八
回
全
国
高
校
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
」
に
出
場

し
ま
す
。
全
国
大
会
出
場
は
、
約

四
十
年
ぶ
り
の
快
挙
で
す
。

　
　

「
現
在
の
部
員
は
、
ス
コ
ア
ラ

ー
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
含
め
て
も

十
三
人
で
す
。
ほ
か
の
高
校
に
比

べ
る
と
人
数
が
少
な
く
、
し
立
っ

た
選
手
も
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
で
は
ど
こ
に
も
負
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
よ
。
夏
の

間
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
練
習
、
土

曜
日
や
日
曜
日
に
は
積
極
的
に
練

習
試
〈
口
に
出
か
け
て
試
合
の
カ
ン

を
養
い
ま
し
た
。
冬
に
な
る
と
外

で
練
習
で
き
る
時
間
が
少
な
く
な

る
の
で
、
室
内
の
基
礎
的
な
練
習

が
中
心
に
な
り
ま
す
。
練
習
不
足

を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
、
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
を
取
り
入
れ
て
、

み
ん
な
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
い
ま
す

よ
。
全
国
大
会
は
、

生
徒
た
ち
の
良
い

人
生
経
験
に
な
れ

ば
と
思
い
、
胸
を

借
り
る
つ
も
り
で

臨
み
ま
す
。
大
会

は
新
人
大
会
で
も

あ
り
ま
す
か
ら
、

来
年
度
に
向
け
て

励
み
に
な
り
ま
す

ね
」
と
顧
問
の
近

森
聖
功
先
生
。
主

将
の
宮
崎
朋
子
さ

ん
は
「
全
国
大
会

で
は
今
ま
で
練
習

し
て
き
た
こ
と
を

全
部
出
し
て
い
き

た
い
で
す
。
一
緒
に
や
っ
て
来
た

仲
間
と
、
悔
い
の
残
ら
な
い
試
合

が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
抱

負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

フックトーク

たいt

『
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
は

　

ど
う
教
育
さ
れ
た
か
』

『
ヘ
レ
ン
●
ケ
ラ
ー
自
伝
』

　

ヘ
レ
ン
は
生
後
1
9
ヶ
月
で
、
熱

病
に
よ
り
視
覚
と
聴
覚
を
失
い
、

話
す
事
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
サ
リ
バ
ン
先
生
の
教
育

で
愛
と
服
従
を
学
び
、
物
に
は
名

前
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。

　

指
文
字
を
通
し
て
言
葉
を
増
や

し
、
自
由
に
意
志
表
示
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ヘ
レ
ン
は
よ
く
「
奇
跡
の
人
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
で
も
そ
れ
は
、

す
ぐ
れ
た
教
育
が
生
ん
だ
、
当
然

の
結
果
で
あ
っ
た
、
と
訳
者
は
書

い
て
い
ま
す
。
こ
の
二
冊
は
、
教

育
さ
れ
た
方
と
し
た
方
の
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
厳
し
く
、
し
か
し
愛

情
に
満
ち
た
教
育
で
あ
っ
た
か
。

二
人
の
精
一
杯
の
様
子
、
信
頼
関

係
の
強
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
　

「
愛
と
は
何
で
す
か
」
ヘ
レ
ン

が
聞
い
た
と
き
、
先
生
は
「
雲
は

触
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
ど
、
雨

は
感
じ
ら
れ
る
。
花
や
乾
い
た
地

面
は
、
熱
い
一
日
の
あ
と
で
雨
が

降
る
と
喜
ぶ
。
愛
も
触
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
で
も
、
愛
が
す
べ
て

の
も
の
に
注
ぎ
こ
む
快
さ
は
感
じ

ら
れ
る
。
愛
が
な
け
れ
ば
幸
福
で

も
な
い
し
、
遊
び
た
く
も
な
い
」

そ
の
言
葉
に
ヘ
レ
ン
は
美
し
い
真

理
が
心
の
中
に
押
し
寄
せ
て
来
る

の
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。

明治図書刊

ぶどう社刊

『ヘレン・ケラーは

　　　

どう教育されたか』

『ヘレン．ケラー自伝』
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今
年
の
「
歌
会
始
の
儀
」
で
佳
作
に

山
田
範
子
さ
ん
（
ヒ
ト
歳
元
町
）

濁
流
に
耐
え
た
る
稲
も
時
お
く
れ

穂
の
出
で
は
じ
む
峡
の
ひ
か
り
に

　

台
風
の
鉄
砲
水
に
遭
い
な
が
ら

も
、
わ
ず
か
に
穂
を
付
け
た
棚
田

の
光
景
を
詠
ん
だ
山
田
範
子
さ
ん

の
作
品
で
す
。
今
年
の
「
歌
会
始

の
儀
」
で
二
万
二
千
六
百
十
八
首

の
応
募
の
中
か
ら
、
佳
作
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
　

「
私
か
女
学
生
の
こ
ろ
、
自
分

が
感
じ
た
こ
と
を
何
か
形
に
残
し

た
い
と
思
っ
て
、
短
歌
に
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
結
婚
し
て
中
断
し

て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
が
少
し

大
き
く
な
っ
て
余
裕
が
出
て
く
る

と
、
ま
た
短
歌
を
詠
み
た
い
と
思

い
、
昭
和
三
十
四
年
に
短
歌
の
会

「
柊
」
に
入
会
し
ま
し
た
。
四
年

後
に
は
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
も
加
わ

っ
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
今

で
も
毎
月
五
十
首
ぐ
ら
い
作
り
ま

す
よ
。
歌
会
始
に
は
自
分
な
り
に

良
い
作
品
が
で
き
る
と
応
募
し
て

い
た
の
で
す
が
、
ま
さ
か
佳
作
に

選
ば
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
山
田
さ
ん
。

　
　

「
日
ご
ろ
か
ら
気
が
付
い
た
こ

と
が
あ
る
と
、
メ
モ
を
取
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。
日
常
の
何

気
無
い
こ
と
に
も
、
い
ろ
ん
な
見

方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。
う
れ

し
い
こ
と
も
、
悲
し
い
こ
と
も
み

ん
な
題
材
で
す
。
短
歌
を
考
え
て

い
る
と
、
自
然
と
心
が
豊
か
に
な

り
ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
、
ゴ
ツ

ゴ
ツ
と
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
歌
会
始
に
応
募
し
た
く
な

る
よ
う
な
良
い
作
品
が
で
き
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
目
を
輝
か

せ
て
い
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　

市
で
は
「
第
四
次
大
野
市
総
合

計
画
」
の
策
定
に
向
け
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
幅
広
く
意
見
・
提
案
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
寄
せ
ら
れ
た
内
容

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

A
さ
ん
の
意
見

　
　

「
あ
る
会
社
の
株
が
急
上
昇
し

て
、
株
を
持
っ
て
い
る
人
が
大
金

持
ち
に
な
っ
た
」
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
を
十
三
歳
に
な
る
息
子
と
見
て

い
ま
し
た
。
も
し
自
分
が
株
を
持

っ
て
い
た
ら
、
土
地
を
買
っ
て
大

き
い
家
を
建
て
て
…
と
夢
は
広
が

り
ま
す
。
私
か
「
も
し
億
万
長
者

に
な
っ
た
ら
、
雪
の
降
ら
な
い
も

っ
と
暖
か
い
と
こ
ろ
に
引
っ
越
す

か
な
」
と
言
う
と
、
彼
は
少
し
驚

い
た
よ
う
に
「
僕
は
、
ど
ん
な
に

お
金
持
ち
に
な
っ
て
も
大
野
が
い

い
」
と
言
い
ま
し
た
。
息
子
よ
り

も
ず
っ
と
長
く
大
野
に
住
ん
で
い

る
の
に
、
恥
ず
か
し
い
話
で
す
。

息
子
が
こ
れ
か
ら
進
学
し
、
社
会

人
に
な
る
と
き
も
、
今
と
同
じ
気

持
ち
で
い
ら
れ
る
よ
う
な
ま
ち
で

あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

B
さ
ん
の
意
見

　

私
か
大
野
を
好
き
に
な
っ
た
の

は
、
大
学
を
卒
業
し
て
就
職
で
戻

っ
て
き
て
か
ら
で
す
。
大
学
時
代

は
、
県
外
か
ら
「
何
も
無
い
ま
ち

だ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

は
「
何
も
無
い
の
が
い
い
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
然
が

多
い
と
い
う
こ
と
が
、
自
分
の
性

格
に
合
っ
て
い
る
せ
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
仕
事
で
疲
れ
た
と
き

な
ど
に
河
原
に
出
か
け
た
り
、
四

方
を
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
や
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
亀
山
の
お
城
を

眺
め
た
り
す
る
と
本
当
に
気
持
ち

が
す
っ
き
り
し
ま
す
。
大
野
の
素

朴
な
と
こ
ろ
は
そ
の
ま
ま
残
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
保
存
す
る
と
い

う
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
行
政
も
で
き
る
か
ぎ

り
支
援
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
「
み
ん
な
の
ま
ち
づ

く
り
掲
示
板
」
に
ア
ク
セ
ス
し
て

い
ろ
ん
な
意
見
を
交
換
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
ヨ
i
t
e
n
e
.
o
こ
p
/
~
o
n
o
/

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
示
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

　
　

無
農
薬
の
野
菜
作
り

お
く
え
つ
え
こ
ら
い
ふ

　

環
境
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
お
く
え
つ
え
こ
ら
い
ふ
」
で
は
、

有
機
栽
培
、
無
農
薬
の
野
菜
作
り

を
行
う
人
を
募
集
し
ま
す
。
畑
は

無
料
で
借
り
ら
れ
ま
す
。
定
期
的

に
学
習
会
を
開
い
て
、
野
菜
作
り

に
つ
い
て
み
ん
な
で
学
ん
で
い
き

ま
す
。
土
づ
く
り
か
ら
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
内
容
有
機
栽
培
・
無
農
薬

　

の
野
菜
作
り
を
行
う
人

募
集
定
員
7
組

募
集
期
間
3
月
1
日
⑥
～
3
1
日

　

②
畑
の
場
所
国
時
町

畑
の
広
さ
1
8
坪
（
1
組
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
お

　

く
え
つ
え
こ
ら
い
ふ
事
務
局

　

木
戸
屋
八
代
実
さ
ん
（
豊
6
5
・

　

8
7
6
9
）



　1謬

Zれがらの罷業の取り組み

　

奥越2市1村の農業関係者が集まり、

農業資材の適性処理や農業普及活動の検

討会、ナスをはじめとした特産野菜の推

進や売れる米作りなどについて、さまざ

まな話し合いが行われました。

水資源との共生を

　

1月31日、大野市環境保全対策審議会が、市の環境の理想

像を盛り込んだ環境基本計画の在り方を答申しました。市で

は答申を踏まえ、3月末までに環境基本計画を策定します。

お母さん、これでどうがしら

　

県自然保護センターでセラミック粘土を使った

鳥のブローチ作り教室が行われました。参加者は

図鑑をIJながら照い思いのブローチを作りました。

火遊びする悪い鬼を退治

　

節分の日にちなんで、児童たちの防火意識を高め

ようと、2月1日から3日にかけて防火豆まきが、

幼稚園や保育所で行われました。火遊びする鬼を、

園児たちが「鬼は外」の掛け声とともに豆がわりの

プラスチックの粒を投げつけ退治。最後にみんなで

「火游びはしません｜と元気に誓い合いました。

話遇回也場
秘書ま広報課広報広聴係酋66・1111



話題回也場
4日がらよろしくね

　

今春、小学校に人学する園児の学校見学が、1

月から2月にかけて行われました。園児らは1年

生に胆を引かわて校内を見学。学校生活に期待を

膨らませていました。

おいしくできますように

　

2月4［j、市勤労青少年ホームで、バレンタイ

ンデーのお菓子作り教室が開かれました。甘い香

りでいっぱいの部屋の中、思いを込めてお菓子を

作っていました。

思わず、ニヤリ

　

1月26日から2月7日にかけて、平成大野屋で

「｜日笑月企画松田テルオ漫画展」が開かれまし

た。風刺の効いたひとこま漫画に、訪れた人たち

は笑みを浮かべながらじっくり見入っていました。

男tl・共同参画をより身近に

　

2月6日、有終会館で「大野市女性のつどい」

が行われ、100人余りが参加。基調講演のあと

分科会が行われ、具体的な事例を挙げながら、活

発な意見交換が行われました。

結摺むずがしいね

　

2月7日の「ふるさとの日」にちなんで、2月

5日、上庄小学校で「ふるさとのつどい」が行わ

れました。児童は地域のお年寄りらと、地元に伝

わる遊びや料理に親しみました。

カロリーを概曼で

　　

「肥満」や「糖尿病」の改善をテーマに「健康

ランチバイキング」がU」30日に行われました。

参加者はいろんな料理から、普段の食生活と同じ

ように選んで試食。カロリーや塩分、栄養バラン

スなどをチェックし、あらためて食生活の大切さ

を実感していました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

3月

九
頭
竜
線
で
ふ
れ
あ
い
の
旅

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

市
役
所
生
活
環
境
課

　

J
R
九
頭
竜
線
（
越
美
北
線
）

を
利
用
し
て
、
「
ル
ネ
ス
か
な
ざ

わ
」
へ
日
帰
り
旅
行
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
3
月
2
5
日
①

行
き
先
ル
ネ
ス
か
な
ざ
わ

定
員
1
2
0
人
（
先
着
順
）

費
用
高
校
生
以
上
4
6
0
0

　

円
・
中
学
生
3
5
0
0
円
・

　

小
学
生
2
2
0
0
円
・
幼
児

　

8
0
0
円
（
往
復
乗
車
賃
、
人

　

場
料
旅
行
障
害
保
険
料
込
）

持
ち
物
昼
食
、
飲
み
物
、
水
着
、

　

水
泳
帽
な
ど

申
し
込
み
方
法
所
定
の
申
込
用

　

紙
に
参
加
人
数
分
の
費
用
を
添

　

え
て
、

申
込
期
間
3
月
1
日
⑥
～
1
5
日

　

④
そ
の
他
小
学
生
以
下
は
、
保
護

　

者
同
伴
で
、
申
込
用
紙
は
市
役

　

所
生
活
環
境
課
も
し
く
は
J
R

　

越
前
大
野
駅
に
用
意

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

役
所
生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
＝
内
線
4

6
2
）

固
定
資
産
税

台
帳
縦
覧
と
路
線
価
公
開

市
役
所
税
務
課

◆
台
帳
の
縦
覧

　

平
成
口
一
年
度
分
の
固
定
資
産
課

税
台
帳
を
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し

ま
す
。
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

期
間
4
月
3
日
⑥
～
2
8
日
吟
の

　

就
業
時
間
内

場
所
市
役
所
税
務
課
資
産
税
係

資
格
固
定
資
産
の
所
有
者
、
納

　

税
義
務
者
、
納
税
管
理
者
、
委

　

任
状
な
ど
に
よ
る
代
理
人

持
参
品
印
鑑
（
代
理
人
の
場
合

　

は
委
任
状
も
）

◆
路
線
価
の
公
開

　

宅
地
の
固
定
資
産
税
評
価
額
の

　

算
出
基
礎
と
な
る
路
線
価
お
よ

　

び
標
準
宅
地
の
単
位
地
積
当
た

　

り
価
格
を
一
般
に
公
開
し
ま
す
。

公
開
開
始
4
月
3
日
⑩
～

場
所
市
役
所
税
務
課
資
産
税
係

持
参
品
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
税
務
課

　

資
産
税
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
2
5
）

軽
自
動
車
の
廃
車
・
変
更

　
　
　
　

必
ず
3
月
中
に

市
役
所
税
務
課

　

軽
自
動
車
は
、
4
月
1
日
現
在

の
所
有
（
使
用
）
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
小
型
特

殊
自
動
座
ま
。
農
耕
車
の
廃
車
や
名

義
変
更
は
、
3
月
中
に
手
続
き
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
軽
自
動
車
・
1
2
5
に
を
超
え

　

る
バ
イ
ク

　

手
続
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
県
軽
自

動
車
協
会
と
県
二
輪
車
協
会
で
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
車
両
を
買
っ

た
販
売
店
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◆
1
2
5
∝
以
下
の
バ
イ
ク
●
小

　

型
特
殊
自
動
車
・
農
耕
車

　

手
続
き
は
、
市
役
所
税
務
課
収

税
係
で
行
っ
て
い
ま
す
。
廃
車
に

は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
が

必
要
で
す
。
名
義
変
更
に
は
譲
渡

証
明
書
（
用
紙
は
市
役
所
税
務
課

収
税
係
に
あ
り
ま
す
）
と
自
賠
責

保
険
証
明
書
、
印
鑑
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

所
有
（
使
用
）
者
が
市
内
に
転

入
し
た
り
、
市
外
へ
転
出
し
た
り

し
た
場
合
は
、
名
義
変
更
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

役
所
税
務
課
収
税
係
【
豊
6
6
・

1
1
1
1
内
線
4
？
】
？
一
）

国
民
年
金
保
険
料
は

　
　
　
　

期
限
ま
で
に

市
役
所
市
民
課

　

国
民
年
金
に
加
入
の
皆
さ
ん
、

保
険
料
は
、
毎
月
末
ま
で
に
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

も
し
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将

来
受
け
取
る
年
金
の
額
が
少
な
く

な
る
ほ
か
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
き
ち
ん
と

納
め
て
年
金
を
受
け
取
る
権
利
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
な
く
す

た
め
、
前
納
制
度
や
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
a
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
6
）

交通
安全

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
が

　
　
　
　

義
務
化
さ
れ
ま
す

　

4
月
1
日
か
ら
、
6
歳
未
満

の
幼
児
を
車
に
乗
せ
る
場
合
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
が

改
正
道
路
交
通
法
に
よ
り
義
務

づ
け
ら
れ
ま
す
。
違
反
し
た
場

合
、
違
反
点
数
1
点
が
付
加
さ

れ
ま
す
。

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
事

故
に
遭
っ
た
場
合
を
考
え
、
よ

り
安
全
な
後
部
座
席
に
取
り
付

け
ま
し
ょ
う
。
3
列
シ
ー
ト
の

車
は
、
2
列
目
に
取
り
付
け
る

の
か
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

や
む
を
得
ず
、
助
手
席
に
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
取
り
付
け

る
と
き
は
、
助
手
席
に
S
R
S

エ
ア
バ
ッ
ク
機
能
が
装
着
さ
れ

て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
よ
う
。

エ
ア
バ
ッ
ク
が
展
開
す
る
と
、

強
い
衝
撃
が
加
わ
り
大
変
危
険

で
す
。
も
し
助
手
席
に
取
り
付

け
る
場
合
に
は
、
シ
ー
ト
の
位

置
を
一
番
後
ろ
ま
で
さ
げ
、
エ

ア
バ
ッ
ク
か
ら
で
き
る
だ
け
遠

ざ
け
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
、
後
部
座
席
に
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
固
定
す
る
機
能

の
つ
い
た
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
あ

る
車
も
増
え
て
い
ま
す
。
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
や
車
の
取
扱
い

説
明
書
な
ど
を
よ
く
読
ん
で
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

「
酒
米
の
名
称
を
募
集

J
A
テ
ラ
ル
越
前

　

地
元
で
生
ま
れ
た
酒
米
の
新
品

種
に
、
奥
越
に
ふ
さ
わ
し
い
名
前

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
々
口
前
が
採

用
さ
わ
た
人
に
は
、
J
Λ
テ
ラ
ル

越
前
よ
り
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
「
新

　

品
種
の
名
称
と
そ
の
理
由
」
、

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

　

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

　

は
が
き
一
枚
に
つ
き
一
作
品
で

　

。
人
何
通
で
も
可

あ
て
先
〒
9
1
2
1
0
0
1
5

　

大
野
市
中
挟
1
丁
目
1
3
0
1

　

J
Λ
テ
ラ
ル
越
前
営
農
指
導

　

課
酒
米
新
品
種
名
称
募
集
係

締
め
切
り
3
月
1
7
日
水

問
い
合
わ
せ
先
J
Λ
テ
ラ
ル
越

　

前
営
農
指
導
課
（
豊
6
5
・
1
2

　

5
1
）

国
民
年
金
基
金
の
加
入

今
か
チ
ャ
ン
ス
で
す

市
役
所
市
民
課

　

国
民
年
金
に
加
人
し
て
い
る
人

は
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

年
金
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毎
月
の
掛
け
金
は
加
入
し
た
と
き

の
年
齢
、
給
付
の
型
、
日
数
に
よ

つ
て
決
ま
り
、
そ
の
掛
け
金
の
口

数
で
受
け
取
る
年
金
が
決
ま
り
ま

す
。
4
月
以
降
か
ら
は
、
掛
け
令

の
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
掛
け
金
で
加
人
で
き

る
の
は
3
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
加
人
を
考
え
て
み
了

は
い
か
が
で
す
か
。

問
い
合
わ
せ
先
巾
役
所
市
民
埋

　

年
金
係
（
豊
6
6
・
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
6
）

．
登
録
が
必
要
で
す米
の
販
売

県
農
林
水
産
政
策
課
」

　

米
の
販
売
業
（
小
売
業
、
卸
売

業
）
を
営
む
に
は
、
県
へ
登
録
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
の

申
請
期
間
内
に
登
録
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
生

産
者
が
自
ら
生
産
し
た
米
だ
け
を

販
売
す
る
場
合
に
は
、
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
平
成
9
年
に
登
録
し
た

人
は
、
有
効
期
限
（
3
年
）
が
切

れ
ま
す
。
引
き
続
き
営
業
す
る
場

合
は
、
登
録
更
新
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
3
月
1
5
日
的
～
5
月

　

1
日
坤
・

受
付
時
間
午
前
8
時
3
0
分
～
午

　

後
5
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
県

　

農
林
水
産
政
策
課
流
通
推
進
室

　

米
・
特
産
流
通
グ
ル
ー
プ
（
豊

一
募
集
し
ま
す

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

市
役
所
生
活
環
境
芦

　

市
で
は
、
消
費
者
の
意
見
を
行

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
省
子
7

ル
ギ
ー
・
ご
み
減
量
・
商
品
の
販

売
契
約
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る

い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
の
情

報
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
活
動
期
間

は
来
年
の
3
月
末
ま
で
で
す
。

募
集
人
数
1
0
人

募
集
期
間
3
月
3
日
母
～
1
4
日

　

弗
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　
　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6

　

3
）

が
型
の
焼
却
炉

届
け
出
が
必
要
に

県
福
祉
環
境
部

　

焼
却
炉
を
設
置
し
て
い
る
事
業

者
の
皆
さ
ん
、
一
月
に
「
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」
が

制
定
さ
れ
、
小
型
焼
却
炉
も
規
制

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
「
床
面

積
が
O
・
5
㎡
以
上
の
焼
却
炉
」

か
「
処
理
能
カ
が
1
時
間
当
た
り

5
0
に
昭
以
上
の
焼
却
炉
」
の
ど
ち
ら

か
に
該
当
し
た
場
合
に
は
、
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
対
象
と
な
る
焼

却
炉
を
設
置
し
て
い
る
事
業
者
に

は
「
焼
却
炉
の
構
造
や
使
用
方
法

の
届
け
出
」
と
「
年
一
回
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
」
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
県
福
祉
環
境
部

　

環
境
政
策
課
環
境
管
理
ブ
ル
ー

　

プ
（
a
0
7
7
6
・
2
0
・
0
3

　

0
2
）

「
自
動
車
の
検
査
・
登
録

早
め
に
手
続
き
を

中
部
運
輸
局
福
井
陸
運
支
月

　

例
年
3
月
は
、
自
動
車
の
検
査

や
登
録
の
申
請
が
集
中
し
ま
す
。

次
の
よ
う
な
人
は
、
9
め
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
自
動
車
を
買
っ
た
り
、
譲
っ
た

　

り
し
て
、
名
義
変
更
の
手
続
き

　

を
し
て
い
な
い
人

・
自
動
車
を
廃
車
し
て
、
ま
っ
消

　

さ
録
の
手
続
き
を
し
て
な
い
人

・
3
月
中
に
車
検
の
有
効
期
限
が

　

切
れ
る
自
動
車
を
所
有
す
る
人

　

で
、
引
き
続
き
使
用
す
る
人

　

（
継
続
収
検
は
、
有
効
期
限
が

　

切
れ
る
1
ヵ
月
前
か
ら
受
け
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
）

申
請
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

　

中
部
運
輸
局
福
井
陸
運
支
局

　
　

（
〒
9
1
8
－
8
0
2
3
福
井

　

市
西
谷
1
丁
目
1
4
0
2
0

　

7
7
ρ
0
・
3
4
・
l
a
U
0
0
）

春の火災予防運動週間
3月20日～26日

　

毎年、春になると枯れ草などを燃やしたことが原囚で、

火災が多く発生しています。存は風が吹きやすく、空気

も乾燥する時期です。火の取り扱いには上分注意してく

ださい。また山菜採りなどで人山する場合、たばこの吸

いがらは投げ捨てないで、必ず持ち帰ってください。

●火の用心のポイント

　

家の周りに燃えやすいものを置かない

　

寝たばこやたばこの投げ捨てはしない

　

天ぷらを揚げるときはその場を離れない

　

野焼きはやめましょう

●ガソリンなどの取扱いには注意

　

給油時に電動ポンプは使わない

　

くわえたばこで給油しない

　

周りに火の気がないか確認する

バイクなどへの給油はガソリンスタンドで行う



″
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鰐
手
作
り
の
ひ
な
人
形

山
崎
道
子
さ
ん
（
本
町
）

　

本
町
の
山
崎
道
子
さ
ん
（
五
十
歳
）
の
宝

は
、
手
作
り
の
ひ
な
人
形
で
す
。
十
五
体
、

七
段
飾
り
の
「
木
目
込
み
人
形
」
で
、
木
で

作
っ
た
本
体
に
溝
を
彫
り
、
衣
装
と
な
る
布

を
貼
り
付
け
、
布
の
端
を
溝
に
挟
み
込
ん
で

作
る
も
の
で
す
。

　
　

「
娘
が
生
ま
れ
た
と
き
、
ま
ず
最
初
に
ひ

な
人
形
を
買
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
ん
で

す
。
ど
ん
な
も
の
が
良
い
か
親
戚
に
相
談
し

た
ら
、
自
分
で
作
れ
る
ひ
な
人
形
の
キ
ッ
ト

（
部
品
一
式
）
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
そ
れ

も
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
以
前
か
ら
、
空

き
箱
や
か
ま
ぼ
こ
の
板
な
ど
を
使
っ
て
、
身

の
回
り
の
細
か
い
も
の
を
作
っ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
さ
す
が
に
人
形
と
な
る
と
、

自
分
で
作
れ
る
か
不
安
に
な
っ
て
、
手
芸
店

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
偶
然
に
も
、
そ
の
お

店
に
詳
し
い
人
が
い
て
、
作
り
方
を
教
え
て

も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
キ

ッ
ト
を
買
っ
て
、
自
分
で
作
ろ
う
と
思
っ
た

ん
で
す
よ
。
普
通
な
ら
、
一
年
も
あ
れ
ば
完

成
す
る
ん
で
す
が
、
家
事
や
商
売
の
合
間
を

み
な
が
ら
ゴ
ツ
ゴ
ツ
作
っ
た
の
で
、
娘
が
四

才
に
な
る
こ
ろ
に
や
っ
と
完
成
し
ま
し
た
」

と
山
崎
さ
ん
。

　
　

「
子
ど
も
が
大
き
く
な
る
と
、
だ
ん
だ
ん

と
人
形
を
飾
ら
な
く
な
る
家
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
で
も
私
の
家
で
は
、
今
で
も
毎
年
飾

る
ん
で
す
よ
。
自
分
で
作
っ
た
の
で
愛
着
が

あ
る
か
ら
で
す
か
ね
。
今
は
お
金
を
出
せ
ば
、

何
で
も
手
に
入
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
逆
に
手

作
り
の
も
の
が
喜
ば
れ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す

よ
。
愛
情
込
め
て
作
っ
た
、
世
界
で
た
っ
た

一
つ
の
も
の
で
す
か
ら
ね
。
孫
が
出
来
た
と

き
も
、
作
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

親
か
ら
子
ど
も
、
子
ど
も
か
ら
孫
へ
と
、
も

の
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
い
く

と
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
何
か

手
作
り
の
も
の
を
、
贈
っ
て
は
い
か
が
で
す

か
」
と
明
る
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市民のうごき

2月1日現在 前月比

世帯数 11，737世帯 13世帯

人口 40，785人 9人

内訳
男 19，533人 9人

女 21，252人 O人

1月中の異動
転入 57人 出生 28人

転出 28人 死亡 48人

市内の交通事故状況（nヵ、w）お）

件数内訳
平成12年

1月末

平成11年

1月末
比較

総件数 50件 48件 2件

人
身

事
故

件数 10件 17件 △7件

死者 O人 O人 O人

傷者 13人 22人 △9人

物損事故 40件 31件 9件

表
紙
の
こ
と
ば

　

今
冬
は
雪
が
少
な
く
、
春
の

草
花
も
早
く
目
覚
め
て
い
る
よ

う
で
す
。
佐
開
で
は
、
田
ん
ぼ

の
あ
ぜ
に
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
出
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
ま
だ
寒
そ

う
に
頭
を
引
つ
込
め
て
い
る
子

供
の
よ
う
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

ど
ん
ど
ん
暖
か
く
な
り
、
春
の

食
卓
を
彩
る
味
覚
が
増
え
て
き

ま
す
。
楽
し
み
で
す
ね
。

編
集
後
記

　

季
節
感
を
出
し
な
が
ら
、
市

内
の
出
来
事
を
取
り
上
げ
た
い

と
、
表
紙
の
写
真
を
撮
つ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
「
こ
れ
が
い

い
」
と
思
つ
た
ら
以
前
と
同
じ

題
材
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
。

神
出
鬼
没
、
ど
こ
に
で
も
現
れ

ま
す
。
も
し
皆
さ
ん
の
近
く
に

現
れ
た
と
き
は
、
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
横
）

月眠見i弓・

　

j
雪
が
溶
け
た
ら
春

呼
ぶ
風
に
咲
い
て
見

事
な
亀
山
桜
♪
久
し
ぶ

り
に
「
大
野
シ
ャ
ン
ソ

ン
」
を
耳
に
し
た
。
か

つ
て
よ
く
耳
に
し
た
が

今
は
「
大
野
音
頭
」
が
主
流
だ
。
亀
山
環
境
改

善
事
業
（
二
月
号
参
照
）
を
き
っ
か
け
に
、
ご

当
地
ソ
ン
グ
よ
。
今
一
度
▼
「
雪
が
溶
け
た
ら

〇
に
な
る
」
に
言
葉
を
入
れ
て
も
ら
っ
た
ら
、

春
と
水
で
や
は
り
春
が
多
い
。
雪
深
い
大
野
で

は
、
春
と
い
う
言
葉
の
響
き
に
は
暖
か
み
と
躍

動
を
感
じ
る
▼
ウ
グ
イ
ス
の
初
声
が
北
上
中
と

　
　
　
　
　

一
i
中
I
I
゛
I
か
。
「
梅
に
鴬
」
と
い
う
が
、
白
梅
の
開
花
前

線
を
ウ
グ
イ
ス
の
初
声
前
線
が
追
い
か
け
て
い

る
。
最
初
は
「
ホ
ー
ケ
キ
ョ
」
と
か
「
ホ
ー
ケ

ヨ
ン
」
と
か
聞
こ
え
る
が
、
春
の
訪
れ
と
と
も

に
「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
と
一
人
前
に
な
る
▼
春

は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
あ
る
。
後
輩
や
先

生
に
見
送
ら
れ
る
卒
業
式
シ
ー
ズ
ン
。
「
蛍
の

光
」
で
涙
す
る
光
景
が
定
番
だ
っ
た
が
、
今
は

涙
す
る
子
供
が
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
学
校

観
が
異
な
っ
て
き
た
の
か
？
あ
る
意
識
調
査
に

よ
る
と
五
十
歳
以
上
は
学
校
に
対
す
る
基
本
姿

勢
は
善
で
、
学
校
へ
行
く
こ
と
は
当
然
で
楽
し

い
所
。
二
十
歳
以
下
は
学
校
の
存
在
は
必
ず
し

も
善
で
は
な
く
、
楽
し
い
所
は
幻
想
と
な
っ
て

き
て
い
る
。
二
十
一
世
紀
を
生
き
ぬ
く
教
育
、

地
域
に
根
づ
い
た
学
校
づ
く
り
が
早
急
に
求
め

ら
れ
る
▼
友
と
別
れ
を
惜
し
み
涙
す
る
巣
立
ち
、

「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
と
一
人
前
に
初
声
を
上
げ

よ
う
と
誓
い
合
う
、
春
の
風
物
詩
を
み
た
い
。

そ
し
て
「
エ
ン
ジ
ャ
エ
ン
ジ
ャ
ナ
ン
タ
工

ン
ジ
ヤ
ホ
ン
ニ
大
野
は
チ
ョ
イ
ト
絵
に
な
る

唄
に
な
る
」
と
高
ら
か
に
歌
い
た
い
。
（
Y
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
0
7
7
9
・
6
6
●
1
1
1
‐
1
）
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